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https://drive.google.com/file/d/1Zfb7muPtMEBbVuo2UWZm46-nQeU-wfId/view?usp=drive_link
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https://kahoku.news/articles/20251012khn000054.html
https://youtu.be/IVlIZy4adoY?si=-CpVc2FD0bpjIP5j&t=1225
https://x.com/goahead_shigeru/status/1977612996819226864
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	ハッカツオンとは？
	Why?
	生成AIやブロックチェーンをはじめとする先端技術は 社会を大きく変える可能性を持っています。
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	昨年度の様子 高い技術力を持つAI/ブロックチェーン開発者が集まり、観光や水産など地域課題をテーマに開発を実施。水産課の協力による魚市場の視察などを行い、現場理解を深めながらプロジェクトを進めた。 また、開発者が互いに学び合う環境も生まれ、地元の人や地元企業、協賛企業の社員を含む多様なバックグラウンドの参加者による交流と共創が実現。最終的に8件のプロジェクトが提出され、その取り組みは地元メディアにも取り上げられた。
	協賛企業参加可
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	２. 課題インプット
	国内外の開発者やデザイナーが一地域に滞在し、自治体・市民・NPO・産業と連携しながら、課題理解からプロトタイプ開発、社会実装に向けた検証を目指す。
	協賛企業参加可


	プログラム紹介
	３. ハッカソン
	昨年度の実績　聴衆数：約100名 会場での一般投票に加え、市長をはじめとする市職員が審査員となり、ブロックチェーンやIT業界からもアドバイザリーボード企業も審査をサポート。会場には一般市民の他、地元事業者、市議や県議、市職員などが多数集まり、地元紙やケーブルTVにも取り上げられた。


	2025年提出プロジェクト
	３. ハッカソン（提出総数8件うち発表を行った 6件）
	使用された技術：ブロックチェーン（NFT、デポジット）、AIエージェントコマース、ゼロ知識認証など。

	協賛企業参加可

	事前ワークショップ
	10月に開催のハッカソンに向け、地域における事前ワークショップを開催。 今年度は市職員や開発者などを対象に、行政側の需要性向上と技術の担い手育成を目指す。
	ブロックチェーンやEthereumを公共デジタルインフラとして捉え、その仕組みや意義をわかりやすく解説し、地域産業や市内における活用の可能性を議論する。
	技術の背景にある思想や社会との関係性を理解するとともに、AIを活用した開発やブロックチェーンの基礎を実践的に学び、地域課題への応用を探る
	事前ワークショプ（１） 日程：7月6日 対象：気仙沼市職員 定員：30名
	事前ワークショップ（２） 日程：7月25日、9月5日 対象：市内外の開発者 定員：20名
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	100万円
	上位

	Gold
	50万円
	中位

	Silver
	30万円

	協賛について
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	協賛について
	プログラム 参加権
	2025年はネクストウェア株式会社から3名の社員が現地参加。 若手社員や開発者が国内外の開発者と直接関わり、交流を深める機会となった。 自治体職員から直接フィードバックを得る場も。
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	協賛について
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	2025年度は ネクストウェア株式会社 マイナウォレット株式会社 イーサリアム財団、ENS 4社がアドバイザリーボード として審査に参加


	協賛について
	イベント 登壇権
	2025年度は マイナウォレット株式会社 イーサリアム財団が登壇 ブロックチェーンの 活用事例として 自社のサービスや気仙沼における技術活用の可能性に言及

	昨年のメディア露出

	142万6800
	UU&視聴リーチ数
	河北新報（ブロック紙） PV：380万、UU140万
	三陸新報（地域紙） 発刊数：2万部
	K-Net（地元ケーブルTV） 約2000 views
	市長のツイート 約4800 views
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